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１２ 月 行 政 報 告 
 
 

平成２１年１２月１８日提出 
 
＝総 務 課＝ 

１ ふるさと北栄基金への寄附について 

 ふるさと北栄基金への寄附は、平成 21 年 12 月 14 日現在で 15 件、7,295,000 円と

なっております。内訳は県内 4件、県外 11 件となっており、100 万円以上の寄附が 3

件ありました。また、寄附先として希望された事業は、ふるさと館・コナン通り整備

充実に 2 件 4,010 千円、環境保全に 2 件 180 千円、子どもの教育・健全育成に 11 件

2,005 千円、その他の事業に 2件 1,100 千円となっています。 

 

２ 北栄町自治会長会の開催について 

  11 月 27 日、役場第 2・3 会議室において、定例の北栄町自治会長会を開催しまし

た。自治会長会では、町からの事務事業に関する依頼や説明等、また、自治会長から

の要望等について意見交換を行いました。なお、主な項目は次のとおりです。 

 ●主な項目 
・総  務  課  自治会関係補助金の交付金化、新年自治会要望等の提出、 
          地縁団体内容変更の届出、自主防災組織づくり、平成 22 

年消防出初式、町長・町議選挙協力へのお礼 
   ・企 画 振 興 課  「コナン号で行く」旅、2010 年世界農林業センサスの実 

施 

   ・出  納  室  平成 21 年分自治会口座への公金振込内容 

   ・税  務  課  町税等の納期変更、コンビニ収納、納税組合運営費補助金 

見直し 

   ・町  民  課  児童虐待防止推進月間 

   ・健 康 福 祉 課  自治公民館喫煙対策アンケート、民生児童委員の一斉改 

選、赤十字運動月間における募金のお礼及び来年度目標 

額、新型インフルエンザ 

   ・環 境 政 策 課  ごみ袋配布、平成 22 年度自治会環境関連事業 

   ・産 業 振 興 課  平成 21 年度除雪作業協力体制 

   ・農 業 委 員 会  農業委員会委員選挙人名簿登載申請書 

   ・上 下 水 道 課  下水道財政 

   ・生 涯 学 習 課  移動図書館車事業見直し 

   ・社会福祉協議会  平成 22 年度社協事務連絡事項 

   ・自治会からの要望等  ゴルフ練習場からのボール飛来対策、信号機の感知式への

変更、全戸配布の見直し、検診に対する町の積極的関与 
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３ 今後の行事予定について 

（１）平成 22 年消防出初め式  

平成 22 年 1 月 10 日（日）午前 9時 30 分から 

1 年間の防災の決意を新たにするため、町消防団及び各自治会自衛消防

団・婦人消防隊参加のもと大栄中学校体育館において開催します。また、式

終了後、一斉放水を由良川河川敷で行います。 

（２）北栄町自治会長会 

平成 22 年 1 月 26 日（火）午後 3時 15 分から 役場大栄庁舎第 2・3会議室 

新しい年となり各自治会において役員体制が変更となることから自治会

長会を開催し連絡調整を行います。 

 

＝企画振興課＝ 

１ 「定住自立圏構想」協定（案）について 

12 月 3 日、「定住自立圏構想」推進会議が開催されました。これまで倉吉市との間

で、『定住自立圏構想』に基づき連携する取り組み（協定項目）について協議を重ね

てきた結果、協定項目（13 項目）を決定しました。（別添資料 1） 
今後は「定住自立圏の形成に関する協定書（案）」をまとめ、12 月下旬から来年 1

月 25 日の間、パブリックコメントを実施する予定です。 

 

２ 自治基本条例審議会からの提言について 

11 月 10 日、第 4回自治基本条例審議会を開催しました。これまでの審議から「現

時点では条例改正の必要はないが、条例の周知徹底を図る必要があるなど、いくつか

の課題がある」として、町への提言をまとめました。  

12 月 4 日、町長室において、林邦臣委員長ほか 2 名の委員が取りまとめた「北栄

町自治基本条例の見直しに関する提言書」（別紙資料 2）を松本町長に手渡し、あわ

せて提言内容を実施するよう要望しました。 

 

３ 「日本女性会議 2009 さかい」の参加について 

10 月 30 日～31 日、大阪府堺市において「日本女性会議 2009 さかい」が開催され、

北栄町女性団体連絡協議会から野嶋恵美子会長ら 20 名が参加されました。 

昭和 59 年に愛知県名古屋市で始まり、今年で 26 回目を迎えた本大会ですが、今年

は国連での「女性差別撤廃条約」の採択から 30 年、「男女共同参画社会基本法」制定

から 10 年目の節目にあたることもあり、全国から約 4,000 人の参加者が集い、「山の

動く日きたる～ジェンダー平等の宇宙
そ ら

へ～」のテーマのもと、男女共同参画社会の実

現に向けて、基調報告や分科会等での研修及び交流を深めました。 

 

４ 「北条ワインヌーヴォー発表会」の開催について 

10 月 31 日、ホテルセントパレス倉吉において、「北条ワインヌーヴォー発表会」

が開催され、町内外から 80 名が参加されました。 
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この会は、北条砂丘ぶどう栽培 100 周年を記念し、新酒（ヌーヴォー）の発売日前

日に、地元食材を使った創作料理とワインを楽しむイベントとして町観光協会と北条

ワイン、セントパレスの三者が共同開催したものです。会では料理に合わせてヌーヴ

ォーをはじめ各種赤・白ワインを提供し、北条ワインを大いにＰＲすることができま

した。参加者からは、早くも来年の開催を要望する声が出されていました。 

  

５ 第 3 回まちづくりビジョン（仮称）策定員会について 

11 月 4 日、第 3 回まちづくりビジョン（仮称）策定委員会を開催しました。これ

まで（仮称）となっていた名称について、「北栄町まちづくりビジョン」に決定しま

した。策定委員によるワーキンググループの作業状況について、各グループの代表者

に報告いただき、次回までの作業を確認しました。 

次回は、1月 7日（木）に第 4回策定委員会を開催します。 

 

６ 出会いの広場（県運転免許試験場跡地）での実証事業について 

11 月 22 日、町商工会が物販・飲食施設の設置を予定している県運転免許試験場跡

地の出会いの広場（仮称）において、現地での観光客の行動調査を目的として、休憩

コーナー「一日だけのリバーサイドカフェ」を開設しました。カフェでは、仮設テン

ト内でオリジナル「コンナバーガー」や飲み物の販売、露店でのフリーマーケットを

実施しました。 

今回は実証実験ということで、特に観光客の行動に注目していたことから、事前に

観光客に対し大々的な呼び込みをせず、観光客が青山剛昌ふるさと館からコナン大橋

付近に移動するかどうかを調査したものです。その結果、午前9時から午後2時の間、

このコーナーを訪れた方は約 300 人で、うち県外客は約 100 人でした。ちなみに、当

日、青山剛昌ふるさと館の入館者は、499 人でした。 

  商工会では、今後、公衆トイレの完成にあわせ、土日を中心に、さらに実証事業を

行い、同地での施設整備及び出店計画のための検討を重ねることとしております。 

 

７ ＴＣＣの臨時取締役会及び臨時株主総会について 

11 月 25 日、鳥取中央有線放送株式会社の臨時取締役会及び臨時株主総会がＴＣＣ

本局で開催されました。会議では第 15 期(平成 21 年度)の上期決算と下期及び年度末

実績見込の承認、監査役の交代人事が審議され、3議案とも原案どおり全会一致で承

認されました。 

   出席者：取締役 7名中 7名  監査役 4名中 4名  株主 5名中 5名 

       参与 3名中 3名   事務局 2名 

       監査役人事は、次のとおりです。 

        就任監査役 池田捷昭 氏（北栄町議会議長） 

        退任監査役 阪本和俊 氏（前北栄町議会議長） 

         なお、就任監査役の任期は、平成 24 年 5 月 21 日までです。 

※平成 2１年 9月末現在の加入状況等は、次のとおりです。 
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①テレビ加入 

         全域総世帯数        17,439 戸 

         全加入者数       13,997 戸    加入率 80.3％ 

           うち北栄町加入者数   4,397 戸   加入率 85.2％ 

うち湯梨浜町加入者数  5,007 戸    加入率 85.0％ 

うち琴浦町加入者数   4,593 戸   加入率 71.9％ 

        ②インターネット加入（個人分） 

         全加入者数              4,029 戸    加入率 23.1％ 

         うち北栄町加入者数    1,262 戸   加入率 24.5％ 

うち湯梨浜町加入者数   1,116 戸    加入率 19.0％ 

うち琴浦町加入者数    1,651 戸    加入率 25.8％ 

 
８ 台湾台中県大肚郷の訪問について 

11 月 28 日～12 月 2 日、町長を団長とする訪問団が台湾を訪問しました。これは、

8 月に大肚郷から陳主任秘書らが来町された際、11 月 29 日に行われる大肚郷の新庁

舎落成式に町長を招待したいとの申し出があり、これに応えて訪問したものです。 

11 月 29 日は、落成式に出席後、林郷長らと、今後の交流について協議し、大肚郷

側も交流に非常に前向きで、互いに協力して進めることを確認しました。 

そして、 

①行政、議会、教育機関、農業・経済・民間団体の相互訪問 

②農業の交流と協力 

③教育、文化、スポーツ等各分野の交流 

④互いの情報の提供と住民への周知 

の 4項目を推進することとし、「備忘録」に署名しました。 

  このほか、大肚郷内では、陶器を作っている華山窯、日本統治時代の駅舎が残る追

分駅、郷内の企業、小中学校など、各所を視察しました。 

  また、11 月 30 日は、台中県庁、翌 12 月 1 日は亜東関係協会（台湾外交部の対日

本担当部署）を訪問し、それぞれ、張副県長、粘副秘書長から、引き続き北栄町と大

肚郷との交流を支援するとの力強いお言葉をいただきました。 

   ・訪問団  町長         松本 昭夫 

         議会議長       池田 捷昭 

         議会総務常任委員長  井上信一郎 

         農業委員会長     近藤 貞裕 

教育委員会教育長   岩垣 博士 

         生涯学習課長     田中 英伸 

         企画振興課長     田中 精一 

          ※鳥取県交流推進課台湾担当 山崎主事、彭国際交流員、ＴＣＣ 

藤野氏が同行 
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９ 北栄町ジゲの食材を楽しむ会の開催について 

11 月 28 日、REST in だいばで、「北栄町ジゲの食材を楽しむ会」が開催され、65

名が参加されました。この会は、北栄町産の食材や特産加工品のＰＲを目的に、創作

料理と地酒、ワインの試食会として開催され、ねばりっこ入りのチヂミや椎茸焼酎「蕈

王（たけおう）」などが振る舞われました。 

また、町の活性化に向けて研究している明治大学商学部水野ゼミの水野教授と学生

4名も参加し、活動の一環として北栄町産の野菜を使った特製ピザを参加者に振る舞

い、アンケート調査も行いました。なお、水野ゼミでは、来年 2月中旬、北栄町に対

し、活性化に関する提言をしていただく予定となっています。 

 

10 青山剛昌ふるさと館の入館状況について 

  青山剛昌ふるさと館の入館等実績は、次のとおりです。 
     入館者数 うち有料入館者数 入館料 

11 月分   3,310 人     2,998 人  1,658,100 円 

通 計  53,746 人    48,582 人  26,230,950 円 

前年 11 月分   4,219 人     3,765 人 2,111,700 円 

前年同月通計  50,155 人   45,700 人 25,540,900 円 

  ※ 11 月 8 日、累計入館者が 20 万人を突破し、20 万人目となった岡山県倉敷市の

小学 5 年生、山内奈々子さん（10 歳）に松本町長から記念品のコナングッズを

贈りました。両親と1泊2日の県内旅行中に、宿泊先の旅館で本館の存在を知り、

急きょ立ち寄られたそうです。松本さんは「帰ったら友達に報告し、次はその友

達を連れてきます」とリピータ宣言をしていただきました。 

 
11 レークサイド大栄主催ＧＧ大会について 

レークサイド大栄主催のＧＧ大会を開催しました。 
期 日 大 会 名 募集人員 参加者数 

11／11 第 63 回ふれあいＧＧ大会   216 人 194 人 

11／18 第 66 回オープンＧＧ大会 216 人 109 人 

11／25 第 47 回メンバーズＧＧ大会 会員限定   90 人 

前年 11／11 第 56 回ふれあいＧＧ大会 216 人 179 人 

前年 11／19 第 59 回オープンＧＧ大会 216 人 125 人 

前年 11／26 第 42 回メンバーズＧＧ大会 会員限定 100 人 

 

＝税 務 課＝ 

１ 平成 21 年度滞納整理対策会議について 

  11 月 16 日、北栄町町税等滞納整理対策会議を開催しました。町税をはじめ各使用

料等の 10 月末の徴収状況を確認しました。8 月を特別徴収月間として取り組んだ成

果もあり、昨年と比較して全般的に徴収率が微増（別添資料 3）している状況となっ
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ています。12 月は特別徴収月間として取り組むとともに、町税をはじめ保育料、町

営住宅使用料、上下水道使用料・負担金もあわせ、12 月 25 日を期限とした納付催告

書を 12 月 16 日に発送する予定としています。以後、年末まで滞納処分を行っていく

こととしました。 

 

＝町 民 課＝ 

１ ときめき☆巡り逢いコーディネート事業の実施について 

結婚対策事業として、県が協力団体を募集しその団体が実施するイベント情報をあ

らかじめ登録している独身男女にメール配信し出会いを提供するものです。 

11 月 8 日、本町で北条ほほえみ会（鳥取めぐりあいサポーター）がクリーンラン

ドほうき及び北条農村環境改善センターでグラウンドゴルフと会食の内容で実施さ

れました。男女各 15 名の募集に対し、男性 13 人女性 11 人が参加され 1 組のカップ

ルが誕生しました。 

参加者アンケートでは概ね満足された様子が伺えましたので、今後もこの事業の周

知とサポーターの自立継続の支援に努めていきたいと思います。 

 

＝健康福祉課＝ 

１ 新型インフルエンザワクチンの集団接種について 

  中部地区の新型インフルエンザの状況は、定点当たり 32 人の患者数となり、警報

基準値 30 を超え、警報となりました。全国にも基礎疾患のある方などが重症化する

例も報告されており、ワクチン接種により、重症化を防ぐ効果が期待されております。

ワクチンを無駄なく、有効に使用するため、この度集団接種を実施することになりま

した。 

対  象 月日（曜日） 接種場所 
備 考 

（希望者数）

大栄地区 
12 月 18 日（金）、 

19 日（土）、21 日（月）
まつだ小児科医院  99 人 1 歳から 

就学前の 

児  童 
北条地区 12 月 19 日（土）、 

20 日（日）、26 日（土）

高見医院 
 58 人 

北条小学校 
12 月 19 日（土）、 

20 日（日） 
高見医院 135 人 小学校 

低学年 
大栄小学校 12 月 17 日（木） 大栄小学校（大石校医） 171 人 

北条幼稚園 12 月 26 日（土） 高見医院  16 人 

高校 3年生 12 月 27 日（日） 公共施設（医師会）  

●接種開始時期の前倒し 

区  分 接種開始予定時期 従来の予定 

中学生 12 月下旬から 1 月上旬から 

高校生 12 月下旬から 1 月上旬から 
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２ 健康講演会の開催について 

11 月 29 日、北条農村環境改善センターで健康講演会を開催し 36 名の参加があり

ました。日曜日開催としましたが、残念ながら若い方の参加はごく少数でした。血圧

を中心とした、鳥取大学医学部環境予防医学分野の岸本拓治教授による講演で、血圧

管理の必要性についてわかりやすい話でした。 

  今年度、高血圧対策を中心とした健康づくりを実施しており、減塩みそ汁の試食や

食品中の塩分量の展示等も行いました。 

 

３ 厚生労働大臣表彰の受章について 

 現在、民生児童委員として活躍しておられる西村武春さん（緑ヶ丘）（現北栄町民

生児童委員協議会会長）が、長年にわたり精力的に民生委員児童委員活動に取り組ん

できたとして、厚生労働大臣表彰を受章されました。西村さんは昭和 58 年 12 月より

26 年間にわたり民生委員児童委員を勤続。ボランティア活動をはじめ、地域住民へ

の援助活動を行うなど地域福祉の増進に大きく貢献されたことが認められたもので

す。 

 

＝産業振興課＝ 

１ 除雪対策会議等について 

11 月 25 日、除雪対策会議を中央公民館会議室で開催しました。町内の建設業者、

水道業者、運送業者等協力業者 16 社に、町道と公共施設駐車場の除雪について説明

とお願いをいたしました。なお、除雪期間は 12 月 1 日～3月 31 日までの間で、積雪

が 15ｃｍ以上の場合に行うことにしています。（別添資料 4） 

 
２ 会計検査実地検査について 

12 月 8 日(火)、会計検査院農林水産検査第 3 課による会計実地検査を、北条農村

環境改善センター及び現地において受けました。受検事業は農林水産省所管の「平成

19 年度耕畜連携水田活用対策事業（カッティングロールベーラ、ラッピングマシン）」

で、特に問題となる指摘はありませんでした。 

 

 

＝農業委員会＝ 

１ 農業委員会総会について 

11 月 10 日、平成 21 年第 11 回農業委員会総会を開催し、次のとおり審議決定され

ました。 

区                      分 件 数 面積(㎡) 

農地法第 3条の規定による許可申請 畑 2 1,394.00

農地法第 5条の規定による許可申請 畑 1 476.00

田 2 2,766.00

畑 3 14,963.00農用地利用集積計画受理 

計 5 17,729.00
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＝環境政策課＝ 

１ 第 6 回地球環境を考える自治体サミット in 上勝について 

  11 月 12、13 日、徳島県上勝町で開催された「第 6回地球環境を考える自治体サミ

ット in 上勝」に町長ほか 2名が出席しました。 

  このサミットは、環境問題に積極的に取り組んでいる自治体の首長が集い、情報交

換を行うとともに、連携して地域から地球環境保全活動を推進・発信することを目的

に開催されました。 

 

２ なたね油の販売開始について 

  遊休農地対策、景観形成、しぼった油の循環利用を目的に実施しています「菜の花

プロジェクト社会実験」で収穫し、搾油した「なたね油」を、道の駅で販売を開始し

ました。 

北栄版・菜の花プロジェクト北栄版・菜の花プロジェクト

北栄産１００％
一番搾り
1本 ５００ｃｃ

８５０円８５０円
販売店
道の駅「大栄」

道の駅「北条公園」

なたね油を販売しています

 

３ 環境問題の説明会について 

次のとおりごみ、環境問題の説明会が開催されました。 

月 日 自 治 会 名 参加人数 

11 月 20 日 妻波 42 人 

 

４ 「北条砂丘風力発電所」について 

（１）11 月の「北条砂丘風力発電所」の稼働状況は、次のとおりでした。 

   売電電力量： 2,254,560 KWh  達成率： 104.5 %  CO２削減量： 1,251.3 t 

   売電収入：  26,631,990 円 

（２）「北条砂丘風力発電所」の見学状況は次のとおりでした。 

月   日 見     学     者 参加人数 

11 月 15 日 地域エネルギーフォーラム 30 人 

11 月 19 日 備前市日生町町内会連絡協議会 14 人 
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５ 公営住宅の入居状況について 

住宅入居状況  11 月末 

（１）町営住宅入居状況 

住 宅 名 全 戸 数 入居戸数 空き戸数 募集期間 備 考 

由良宿団地 60 55 5   

六尾北団地 45 45 0   

向 山 団 地 15 15 0   

中 央 団 地    8    8 0   

（２）県営住宅入居状況 

住 宅 名 全 戸 数 入居戸数 空き戸数 募集期間 備 考 

栄第１団地    8 8 0   

栄第２団地    8 8 0   

大 野 団 地    6 6 0   

 

＝教育総務課＝ 

１ 計画訪問の実施について 

次のとおり、教育委員会及び県中部教育局による後期の計画訪問を実施し、前期の

課題を踏まえた取り組み状況の説明を受けるとともに、学力向上や小中連携等につい

て教職員との協議をしました。 
   ・10 月 22 日  大栄中学校（午前） 

   ・11 月 5 日  北条小学校（午前） 

・11 月 18 日  北条幼稚園（午前）・大栄小学校（午後） 

・11 月 25 日  北条中学校（午後） 

 
２ 公開参観日の実施について 

台風 18 号で延期になっていた保・幼・小・中の公開参観日を北条中校区と大栄中

校区に分けて実施し 936 人が参観されました。 

  施設ごとの参観者は、次のとおりです。 

・11 月 12 日             ・11 月 17 日 

北条幼稚園  参観者  55 人    大栄小学校  参観者 182 人 

北条小学校   〃   371 人    大栄中学校   〃  17 人 

北条中学校   〃     42 人    大誠保育所    〃    51 人          

   東保育所     〃      27 人     栄保育所      〃    11 人 

 
３ 北条幼稚園の入園説明会の開催について 

11 月 15 日、平成 22 年度町立北条幼稚園入園希望者に対する説明会を開催し、幼

稚園の概要等について説明を行いました。出席者は 24 人でした。 
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４ トップアスリート派遣指導事業の実施について 

   11 月 24 日、大栄小学校で(財)日本体育協会及び文部科学省が主催するトップアス

リート派遣指導事業が行われ、4 年生と 6 年生の 90 人がオリンピック等競技大会の

話を聞き、マット運動の実技指導等を受けました。 

  講師は、ロサンゼルスオリンピック（平行棒）銀メダリストの梶谷信之さんです。 

 
５ 教育委員会の開催について 

（１）11 月 18 日 第 13 回教育委員会臨時会を開催しました。議事は次のとおりで、

互選のうえ委員長・職務代理者が決定しました。他の議案については、原案どおり

承認されました。 

・北栄町教育委員会委員長の選挙について 
・北栄町教育委員会委員長職務代理者の指定について 
  教育委員長      吉田助三郎（由良宿 5区） 任期 1年 

  教育委員長職務代理者 河本 恒夫（北尾）    任期 1 年 

・区域外就学について 
・通学路の変更について 

（２）11 月 24 日 第 14 回教育委員会定例会を開催しました。議事は次のとおりで原

案どおり承認されました。 

・要保護・準要保護児童生徒の認定について 
 
６ 新型インフルエンザによる学級閉鎖等について 

新型インフルエンザによる学級閉鎖等の状況は、（別紙資料 5）のとおりです。 
 

＝生涯学習課＝ 

１ 子育て学習講座の開催について 

（１）11 月 6 日、大誠保育所において、大栄小学校教頭 中本久美子先生に「今、育

みたい大切なこと」と題して、講演していただきました。参加者は保護者 64 名で

した。 

（２）11 月 13 日、大谷保育所において、倉吉市人権局人権政策課主任 下吉真二さん

に「子どもの現状から見えてくるもの」と題して、講演していただきました。参加

者は保護者 27 名でした。 

 

２ 北条歴史民俗資料館企画展について 

（１）10 月 31 日～11 月 15 日までの間、「刀鍛冶 道祖尾廣賀展」を開催しました。入

館者数は 824 名でした。 

３ 第 5 回北栄町美術展の開催について 

11 月 3 日～15 日までの間、第 5 回北栄町美術展を中央公民館で開催しました。日

本画・洋画・書道・彫刻・写真・工芸・ちぎり絵・切り絵の 8部門に、町内で様々な

文化活動をされている方々の力作 116 点を展示しました。 
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（別紙資料 6：美術展賞・奨励賞受賞者一覧） 

 

４ 第 64 回米子～鳥取間駅伝競走大会について 

 11 月 7 日、8 日の 2 日間、第 64 回米子～鳥取間駅伝競走大会が、米子市東山陸上

競技場をスタートとし、鳥取県庁をゴールとする 115.4ｋｍの 15 区間で実施され、

北栄町からは 2チームが出場しました。一般・郡市・高校合わせて 57 チームが参加し、

北栄町チームの成績はＡチームが 16 位、Ｂチームが 55 位でした。 

 

５ 第 2 回北栄町歴史文化探訪ウオーキングについて 

11 月 15 日、北栄町内の歴史・史跡・文化を歩いて巡る「第 2回北栄町歴史文化探

訪ウオーキング」（国史跡由良台場・仏像探訪コース）を開催しました。参加者は 32

名でした。 

 

６ 第 4 回北栄町駅伝競走大会の開催について 

11 月 15 日、第 4回北栄町駅伝競走大会を開催しました。役場大栄庁舎をスタート

し、東亀谷を通り大島ライスセンター前をゴールとする前半部分（4区間）と原田商

店前（松神）スタートし、弓原・北条小学校前陸橋、国坂を通りＢ＆Ｇ海洋センター

前をゴールとする後半部分（4区間）の合計タイムで競い合いました。参加チームは

25 チームでした。（別紙資料 7） 

 
７ 体育指導委員の表彰について 

11 月 19 日、山口県スポーツ文化センターにおいて、町体育指導委員の坂本憲昭氏

が体育・スポーツの振興に長年功績のあった者として、文部科学大臣表彰である体育

指導委員功労者表彰を、宮本文江氏が全国体育指導委員連合より 30 年勤続体育指導

委員表彰を受けられました。 

 
８ 第 2 回社会教育委員会（公民館運営審議会）の開催について 

11 月 27 日、第 2回社会教育委員会（公民館運営審議会）を開催しました。会では、

平成 21 年度各課の課題と目標をもとに、子育て学習講座、アザレアのまち音楽祭、

すいか・ながいも健康マラソン大会、図書館を語る会、人権同和教育小地域懇談会等

重点事業の実施状況について経過報告等を行い、委員の方から歴史民俗資料館の改修

に関して、展示事業を行う際には隣接する中央公民館との連携を図りながら、広がり

のある展示になるように工夫されたらどうか等の意見をいただきました。出席委員は

9名でした。 

 

９ 第 32 回北条砂丘クロスカントリー大会の開催について 

  12 月 6 日、第 32 回北条砂丘クロスカントリー大会が、北条オートキャンプ場を中

心とした周辺の松林や海岸を走る 2.4ｋｍ、4ｋｍ、6ｋｍの 3コースで開催されまし

た。参加者は 409 名でした。 
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１０ 今後の行事予定について 

（１）平成 22 年 1 月 1日（金）午前 9時 30 分から、第 40 回北栄町元旦マラソン＆ウ

オーキング大会が、北条農村環境改善センター周辺の 3 ㎞と１㎞のコースで行わ

れます。 

（２）平成 22 年 1 月 3日（日）午前 10 時から、平成 22 年北栄町成人式を、大栄農村

環境改善センターにおいて開催します。該当する新成人の方は 231 名（北条地区

112 名・大栄地区 119 名）です。 

 

＝人権同和教育課＝ 

１ 人権同和教育小地域懇談会の実施結果について 

9 月から 11 月まで町内全自治会において、人権同和教育小地域懇談会を開催しま

しました。「人と自然が共生し、あたたかい心のふれあうまちづくり」をめざして、

人権尊重の視点で参加者同士が話し合い、年に１度の心の再点検から暮らしに活かせ

る学習をすすめました。 

    ・参加者数は 1,462 人、世帯数割による参加率は 29.5％でした。（昨年参加率

29.8％） 

 

２ 人権同和教育事業所研修の実施について 

次のとおり町内事業所において人権同和教育事業所研修を実施しました。 
実 施 日 時 事 業 所 名 実 施 内 容 参加者数

11 月 18 日 西村美装工業（株） 高齢者の人権について 6 人 

11 月 19 日 中部農業共済組合 ユニバーサルデザインについて 26 人 

ビデオ視聴による学習や参加型体験学習の後に人権教育推進員がポイント説明

を行い、人権問題に対する正しい認識を深めました。 
 

３ 高齢者対象小地域懇談会の実施について 

次のとおり老人クラブを対象に高齢者対象小地域懇談会を実施しました。 
実 施 日 時 対 象 参加者数 
11 月 10 日 米里老人クラブ 23 人 

11 月 19 日 みどり西老人クラブ 12 人 

    実施内容は、人権教育推進員が支え合いの大切さや地域における人権課題につ

いてポイント説明し、参加者同士が意見交換を行いながら正しい認識を深めまし

た。 
４ 第 61 回人権週間にかかる町内事業所訪問について 

12 月 4 日、町内事業所 15 ヶ所を対象に人権週間に係る事業所訪問を実施しました。町

長、議長、人権擁護委員、人権同和教育課職員が 3 班に分かれて訪問し、人権週間に係

る啓発と、事業所内における人権・同和教育研修会の取り組みをお願いしました。 
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＝巻末資料＝ 

 

１ 工事等の発注について 

次のとおり工事等を発注しました。               （単位：円） 

入札回数 予定価格 
入札日 工事名等 内 容 

指 名

業者数 落札業者 契約金額 

期間

等 

（担当課：総務課） 

1 回 13,429,500 

11/5 

由良宿公衆ト

イレ新築工事 

公衆トイレ 

延床面積 

48.26 ㎡ 

7 社 ㈱松本鉄工

所 
12,894,000 

11/27
～ 
3/1 

（担当課：上下水道課） 

1 回 8,841,000 

11/17 
亀谷管渠新設

（2-6 工区）

工事 

開削下水道

管φ150 ㎜ 

延長205.6ｍ

8 社 
（有）技建 8,620,500 

11/24

～ 

3/15

1 回 4,987,500 

11/17 
亀谷管渠新設

（5-6 工区）

工事 

開削下水道

管φ150 ㎜ 

延長106.8ｍ

8 社 
(有)村田建設 4,893,000 

11/24

～ 

3/15

（担当課：産業振興課） 

1 回 2,761,500 

11/5 

町道旧法万大

栄線側溝修繕

工事 

側溝修繕 

一式 6 社 
(有)涌嶋土木 2,625,000 

11/6
～
1/29

1 回 1,753,500 
11/17 

町道側溝修繕

工事 

側溝修繕 

一式 7 社 
(有)柿本建設 1,669,500 

11/18
～
2/19

1 回 5,905,200 

11/17 

北栄町道路台

帳調書統合委

託業務 

道路台帳調

書統合 

一式 

10 社
(株)ウエスコ 5,565,000 

11/18
～
3/20

（担当課：教育総務課） 

1 回 29,920,000 

11/27 

北条小学校太

陽光発電設備

設置工事 

太陽光パネ

ル設 30kW 5 社 
㈱エナテクス 29,347,500 

12/1
～ 
3/16

 

  

   

 


